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In Japan, professors who teach mathematics and science in the general education course generally face an awkard problem

that their students have completely different cumcular backgrounds. When things are at their worst, a considerable number of

students in a class have practically no experience of the subject in question in their high school days. This unfavorable situation

is getting worse as the number of obligatory subjects of mathematics and sience in Japanese high school keep decreasing. In

view of these circumstances, wecameup with the conduction of a survey as for students' curricular backgrounds in high school

and their learning history after entering the university. This survey was done in the spring of 1998.

Students who answered the questionnaire are classified into two groups; the first (old-curriculum group) includes those

who graduated high school before 1996 while the second (late-curriculum group) after 1997. Accumulated data of these two

groups were independently analyzed. Furthermore, data of science students were separately shown from those of non-science

students.

In this article, both the learning history of students and their attitude toward mathematics and science were compared

between old- and late-curriculum groups. Those students educated under the late-curriculum in high school generally tend to be

moredissatisfied with their class of science or mathematics after entering university.
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はじめに）「日本の理科教育の危機」

我が国の高校生が履修する理科の科目は、年々少

なくなってきており、来年度の指導要領では、「理

科基礎・理科総合A、またはB」の三つのうち一科

目と、物理・化学・生物・地学の中から一科目を選

択すれば良いことになった。理系で大学受験をする

場合でも、理科複数科目を課している大学は激減し

てしまった。このような状況が大学の（特に教養）

教育に対して大きな困難を生む原因となっているこ

とは言うまでもない。

中学・高等学校の理科の授業時間を更に減少させ

ようとする動きが、文部大臣の発言に見られる。1999

年3月20日に東大生産研究所で行われた「理科教

育と大学研究所の役割」と題するシンポで、有馬文

部大臣は、中学生の理数の授業時間が週5時間以上

より、2～3．5時間程度の方がむしろ成績が良いこ

とを取り上げ、授業時間の削減が望ましいことを示

唆している。1965年と比較すると、現在の初中

等教育における理科の授業時間は、はば4割に削減
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さ れ て い る ( 同 シ ンポ に よ る) 0

東京大学 の 松 田 良
一

氏 は ､ 上 記 の 問題 を ｢ 理 科教

育 の 危機+ と考 え て ､ 精 力的 に シ ン ポ ジ ウ ム を 行 い

つ つ あ る し ､ ま た 松 田 ･ 正 木両氏が開 い て い る ホ ー

ム ペ
ー

ジ で は , 教員 ･ 学 生 ･ 企業 人 など の 種 々 の 階
′

層 の 人 々 の 熱心な発言 と 討論が続 け ら れ つ つ あ る ｡

こ の よ うな中 で ､ 新潟大学 に 入学 し た学生 に つ い

て , 理 科 お よ び数学 の 高校 に お け る 履修科 目 と 理 数

科目 に 対す る 意識 の 関係 , ま た入 学後 の 大学教養科

目 に 対す る 意 識など の 調査 を お こ な っ た ｡ 調査時期

は 1 9 9 8 年 6 月 で あ っ た ｡

調査結果 を 単な る 機械 的な 表 と し て 示 す の は 彪大

に な る し , ど こ に 問題が ある の か 解 り づ ら い の で ､

こ こ に 分析 を 加 え な が ら 結果 を 簡単 に ま と め て み た
｡

なお , 各学部 の ア ン ケ
ー

ト結果 に 対す る 意見が最後

に ま と め て あ る が ､ 内容 に よ っ て は 項 目 結果 の 分析

の と こ ろ に示 し た ｡

1 ) 調査 の 対象 とな っ た学生

本調査 が 行 わ れ た 2 年前 に
.

､ 理 科 I が 廃止 さ れ ､

科目選択 の 様式が大きく変 わ っ た
｡ 従 っ て

､ ア ン ケ

ー

ト に 答 え た 学 生 を , 理 科 Ⅰ 世代 と そ の 後 の 世代 の

2 つ の グル ー

プ に 大別 した ｡

分 類 入 学年 人 数

( 文系 ･ 理系 ･ 教 育)

理 科科 目

新 カ リ 1 9 9 7
,

1 0 1 7
,

1 33 4
,

6 4 9 I A
,
I B

,

グル
ー

プ 98 年 Ⅱ 型

旧カ リ

グル ー プ

19 9 6 年

以 前

864
,

10 4 8
,

4 6 1 理 科 I 型

( 総 計) 5 3 73

こ れ ら の 学 生 は ､ 文 系 ･ 理 系 が ほ ぼ 2 : 3 の 比率

よ り 成 る
｡ ま た出身高校別 に み る と ､ 公立 が 9 0 %

を 占め る
｡ 出身地 に 関 し て は

, 新潟県 が 約 4 0 % を

占め ､ こ れ に 東北 ･ 関東 ･ 信越地方 な ど､ 近県 出身

者 を 加 え れ ば , 9 0 % に 達す る ｡

回 収率 の 高 い 順 に 学部 を 示 す と , 次 の よ う に な る ｡

か な り 学部 に よ り 差 が あ る が , 文系 理 系 と し て 合 わ

せ て 分析す る 場合 に は , それ ほ ど の 問題 を生じな い

と思 わ れ る ｡

人 文 ( 75 .2 % ) , 負 ( 72 .3) , 工 ( 7 2
.
1) , 教 育 (6 0 .8) ,

理 (3 9 .2) , 歯 (3 6 .4) ､ 法 (24 .4) , 経済 (2 0
.
0) ,

医 ( 15 .5)

2 ) ア ン ケ ー

ト設問 の 内容

ア ン ケ ー

ト設問 は
､ 前 セ ン タ ー 長 の 吉村氏が , 数

回 の 会議 を 開催 し な が ら ,
セ ン タ

ー

教育開発部門 の

委員 の 意見 を 取 り 入 れ て , 練 り 上 た も の で あ る ｡ 大

人数 を 対 象 と す る ア ン ケ
ー

トで は , 質問側が知 り た

い 事 を 的確 な 間 を 設置す る 事が , な か な か 難 し い と

い う こ と が こ の 作業 の 中 で 感 じ ら れ た ｡ ア ン ケ ー ト

質問項目 の 概略 を 下 に 示 す ｡

設問 1
,

2 は
, 学部 ･ 学科 ･ 入 学 年度 ､ 出身高校 と

そ の 卒業年度

設問 3 . 高校 で 履修 し た 数学 ･ 理 科 に つ い て

A . 履修数学科目

B . 数学 へ の 興味 の 有無

C . 履修 理 科科目

D . 理 科 へ の 興味 の 有無

設問 4 . 理科実験 ･ 実習 に つ い て

A . 実験 を 自分 で 行 っ た か

B . 実験 の 必要性

設問 5 . 理 科 へ の 意識

A . 理 科 の 好 き 嫌 い

B 以下 ､ A の 関連設問

設 問 6 . 大学 入 学後 の 教養 ･ 総合科目 に つ い て

I A . 履修総合科目

B 以下 ､
A の 関連設問

Ⅱ A . 数学 ･ 統計 の 履修科目

B 以下 , A の 関連設問

Ⅲ A . 履修理科科目種類

B 以下 , A の 関連設 問

設問 7 . 高校 と 大学 の A rti c u l a ti o n

I 高校 と大学 の ギ ャ ッ プ

Ⅱ 非履修科 目 を 学 ん だ結果

Ⅲ 高校 で 必要 と思 わ れ る 理 科科目数

- 62 -



3 ) ア ン ケ
ー

トの 結果

結果 を ､ 文系 ･ 理 系 に 区 別 し て 解析 し た ｡ 学部毎

の デ
ー タ も あ る が ､ 特 に 重要 な コ メ ン ト が あ る 時 の

み 示 す こ と と し た ｡ な お ､ 文 系 は 法 ･ 人 文 ･ 経済 の

三 学部 , 理 系 は 理 ･ 工 ･

農
･

医
･

歯 の 五 学部 で , 敬

育 ( 人 間科) 学部 は 別 の 群 と し て 集計 され た ｡

設問 3 - A
-

高校 で 履修 し た 数学 の 履修科目数

( 旧 カ リ グル ー プ)

高校 1 年 高校 2 年 高校 3 年

(文
,
理 系) ( 文

,
理 系) ( 文

,
理 系)

数学 I 基礎解析 微分 ･ 積分

70 7
,

9 2 4 5 4 7
,

8 9 1 2 7 6
,

8 6 4

統計学 代数 ･

幾可 確率 ･ 統 計

4
,

2 0 5 3 8
,

8 8 2 4 0 9
,

8 3 1

数学 Ⅱ 履修 せ ず

3 47
,

3 0 1 1 7 5
,

3 5

そ の 他

55
,

6 6

( 新 カ リ グル
ー

プ)

高校 1 ､年 高校 2 年 高校 3 年

(文
,
理 系) ( 文

,
理 系) ( 文

,
理 系)

数学 Ⅰ 数学 Ⅱ 数学 Ⅲ

9 53
,
1 2 6 4 9 4 3

,
1 2 5 5 1 3 2

,
1 2 0 6

数学 A 数学 B 数学 C

( 数 と 式) ( ベ ク トル) ( 行列 な ど)

9 3 9
,
1 2 3 9 ‾ 84 8

,
1 2 2 1 9 5

,
1 1 2 2

数学 A 数学 B 数学 C

( 数列) ( 複素数) ( 曲線)

75 6
,
1 0 1 6 7 4 5

,
1 1 7 9 8 9

,
1 0 8 9

数学 A 数学 B 数学 C

( 平面幾何) ( 確率分布) ( 数値 計算)

9 7
,

1 7 2 9 7
,

3 8 6 , 1 2

数学 A 数学 B 数学 C ( 統計)

( 計算 と コ ン ( 算法 と コ ン 0
,

3

ビ ュ
ー タ) ビ ュ

ー タ) 履修 せ ず

2
,

2 2
,
. 1

*
8 0 0

,
5 7

一

見 し て
, 新 カ リ キ ュ ラ ム 下 の 学 生 が

,
い か に 複

雑 な 体 系で 教育 を 受 けた か が 読 み とれ る ｡ 新カ リ キ

ュ ラ ム は , 生 徒 の 興味 に 応 じ た ､ 多様 な 科 目 を 提供

す る と誼 わ れ て い る が , 実際 に 全 て の 科 目 が均等 に

選択 さ れ て い る 実態 か ら は , か け離 れ て い る こ と が

わ か る ｡ 最も注 目す べ き は ､ 新カ リ キ ュ ラ ム に な っ

て か ら , 高校 三 年次 に 全 く 数学 を 履修 し な い 者が文

系で , 8 3 .7 % に も 達 して い る ( 旧 カ リ で は , 2 4 .7 % )

事実 で あ る ｡ 同様な こ と が 教育人間科学部に つ い て

も 言 え る ( 旧 17 3 %
一 新 65 .1 % )

設 問 3 - B 高校 で 履修 し た 数学 に つ い て ど う

思 っ た か ( 複数回答)

最多 回 答項 目 を ア ンダ ー ラ イ ン で

示 す ｡

新カリ( 文
,

理)

難 しか っ た i2L a32

指定 で 選択 の 自 由 は な か っ た

290
,

4 7 2

興味があ っ た 183
,

4 3 7

段 々 解 ら な く な っ た 22 7
,

3 6 8

広 く 履修す る 必 要 を 感 じ た

85
,

2 3 7

受験 で 高 い 得点 を 取れ る

115
,

1 4 2

将来必要だ と 思 っ た 81
,

1 7 2

そ の 他 58
,

8 7

旧 カリ(文
,

理)

塾生 25 1

2 3 6 , 聖堂

1 24
,

2 3 8

1 8 7
,

2 2 8

3 9

5 0.

8 1

2 8

1 1 1

9 2

8 9

4 2

* ) 旧 カ リ グ ル ー プ で は , 文系 の み の 学 生 が 難 し か

っ た と 答 え た 者 の 率 が 高 い ( 45 .0 %) の に 対 し て ､ 新

カ リ グル ー プで は , 文系(5 2 .0 % ) ち , 理 系 ( 4 2 .5 % )

ち , 発 し い と し た 者 の 率 が 首位 を 占め て い る
｡

理 学部 の 本項目結果 へ の 意見 : 理 解困難 を う っ た

え る 比率が新カリ学生 で高くな っ て い る よ う に 思え

る ｡ 内容 の 平易化 に も 拘 わ ら ず , こ の よ う な 傾向 に

な っ た こ と の 原 因 を 明 ら か に す る こ と と ､ カ リ キ ュ

ラ ム 再検 討 等 を 要請す べ き で は な い か ｡
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設問 3 C - 1 高校 で 履修 し た 理 科科目数

新 カ リ : 文 , 理 系 ( % )

2 科目 735 (7 6 .9)
, Z!i (

.

6 1 .7)

3 科目 18 0 (1 8 .8)
,
4 3 1 ( 3 4 .0)

4 科目 31 (3 .2) , 5 0 ( 3 .9)

そ の 他 10 ( 1 .0)
,

5 ( 0
.
4)

旧 カ リ : 文 ,

3 7 1 ( 5 2 .3)
,

2 2 7 ( 3 2
.
0) ,

8 2 ( l l .6)
,

2 5 ( 3 .5)
,

理 系 ( %)

15 7 ( 1 7 .0)

5 5 4 ( 5 9 .8)

1 7 9 ( 1 9 .3)

3 2( 3 .5)

･) 旧カリ理系グル ー プで は , 約 6 割程度 の 学 生 が 理

科 3 科目 を 履修 して い た ｡ ま た 文 系 の 学 生 で さ え ､

3 割程度が 理 科 2 科 目 を 履修 して い た ｡
こ れ に 対 し

て , 新 カ リ の 下 で 教育 を 受けた 文系 ･ 理 系 の 学 生 は
､

そ れ ぞれ 7 6 .9 %
,

6 1 .7 % の 比率 で 2 科目 しか 履修 し て

い な い 事実が分 か る
｡

ま た 新 カ リ で は , 理 系学生 で

も 3 ･ 4 科目履修者 は 激減 して い る ｡

設問 3 C - 2 高校 で 履修 し た 理 科 の 科目名

新カ リ : 文 , 理 系 ( % )

物理嶺 域 2 13 (2 2 .3)
,
1 0 8 1( 85 .2)

化学領 域 8 80 (9 2 .1)
,退室( 98 .9)

生物嶺 域 8 16( 8 5 .
4)

,
6 2 3( 4 9

.
1)

地学蘭域 174 (18 .2)
,
5 7 ( 4 .5)

総合理 科 3 ( 0 .3)
,

7 ( 0 .6)

理 科 Ⅰ
,

そ の 他 1( 0 . 1)
,

5 ( 0 .4)

旧 カ リ : 文 , 理 系 ( % )

1 9 1 ( 2 6 .9)
,
7 7 7( 8 3 .9)

4 2 5 ( 5 9 .9) ,星型( 94 .
4)

5 1 2 ( 7 2 .2 )
,
3 8 4( 4 1 .5)

1 3 0( 1 8 .3)
,
9 0 ( 9 .7)

5 2 5 ( 7 4 .0)
,
6 7 9 ( 7 3 3)

2 ( 0 .3)
,

4 ( 0
.
4 )

*) 旧 カ リ キ ュ ラ ム の 理 科 Ⅰ が消滅 し た 後 , 文系で は

化学 の 履修率が高 く な り 9 割以 上 の 高校生が化学 を

履修 し て い る
｡ 理 系 で は 余 り 大 き な 変化 が 見 ら れ な

い
｡

1 - 3 学年 で ､ どの よ うな理科科 目 を 履修 し た か

に つ い て も 結果 が あ る が , こ こ で は 表 と して は 示 さ

な い ｡ 新 カ リ で は ,

一

年 生 で 化学 I A
､

I B を 履修

す る高校が ほ と んど で ､
二 年 生 で 物 理 I B

､ 生物 I

B , 三 年生 で ､ 化学 Ⅱ を 履修す る 者 が 多 い よ う で あ

る ｡

旧 カ リグル ー プで は ,

一

年 生 で 理 科 Ⅰ ,
二 ･ 三 年

生で 化学 ･ 物理 ･ 生物 の い ずれ か を履修す る 傾 向が

大勢 を 占め て い る ｡

設 問 3 - D 高校 で 履修 し た 理 科 に つ い て の 意識

新 カ リ : 文 ､ 理 系 ( %) 旧カ リ : 文 ,
理 系 ( % )

興味があ っ た

20 2 (2 1 .1)
,

4 0 5( 3 1 .9) 1 3 9 ( 1 9 .6)
,

3 0 3 ( 3 2 .7)

科目 に よ り 興味あ っ た

5 68 (5 9 .4)
, 三堕(6 0 .6) 3 2 9 ( 4 6 .4)

, 壁土(48 .7)

難しか っ た

2 94 (3 0 .8)
,

3 5 6 (2 8 .1) 2 1 2 ( 2 9 .9)
,

1 7 2 ( 1 8 .6)

嫌 い な 科目 を 履修 し な く て 済 ん だ

8 1(8 .5)
,

6 3( 5 .
0) 6 0( 8 .5)

,
4 2( 4 .5)

広 く 履修 して お く 必要 を 感 じ た

5 6(5 .9)
,

2 1 7 ( 1 7 .1) 3 0( 4 .2)
,
1 0 9 ( l l .8)

受験 で 高 い 点 を と る た め

9 8( 1 0 .3)
,

14 7 ( l l .6) 5 3 ( 7 .5)
,

1 0 ( 1 0 .8)

指定 さ れ 選択の 自由なか っ た

7 5( 7 .8)
,

1 5 9 ( 1 2
.5)

そ の 他 3 2( 3 .3) ,
6 0( 4

.
7)

7 1 ( 1 0 .0)
,

1 3 3 ( 1 4 .4)

2 0( 2 .8) ,
2 7 ( 2 .9)

辛) 履修 し た 理 科科目が 減少 し た に も か か わ らず , 内

容が難 し か っ た こ と を 訴 え る 学 生 が新 カ リ 群 ( 特 に

理 系) で 増加 し て い る 事が 目立 っ て い る
｡

し か し 科

目 に 対す る 興 味 の 方 は ､ 新 カ リ で 場合 に よ っ て 高く

な っ て い る
｡ 新 カ リ 理 系で , 広 く 履修す る 必要 を 感

じ た と い う答 え が微増 して い る の は , 履修 の 選択 が

狭 く な っ た こ と の 反動 か も知 れ な い
｡

設問 4 実験 ･ 実習 ･ 観測 な ど に つ い て

設問 4 - A ど の よ う に 行 っ た か

新 カ リ : 文 , 理 系 ( % ) 旧 カ リ : 文 , 理 系 ( % )

ほ ぼ自分 で 実施

32 0 (3 1 .2)
,
4 9 8 (3 8 .8) 2 7 5 ( 3 2 .2)

,
3 7 8 ( 3 5 .8)

自分 で 少 し

56 6 (5 5 . 1)
, 壁乏 (4 9 .3) 4 3 5 ( 5 0 .9)

, 望亘(4 7 .9)

先 生 だけが 実施

74 ( 7 .2 )
,

1 0 0 ( 7 .8) 7 4 ( 8 .7) , 1 1 5 ( 1 0 .9)

全 く 行わな い

64 ( 6 .2 )
,

6 4 ( 5 .0) 5 9 ( 6 .9) , 59 ( 5 .6)

そ の 他 3 ( 0 .3)
,

1 0 ( 0 .8) 1 2 ( 1 .4)
,

1 0 ( 0 .9)
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･) 驚く べ き こ と に , 実験観察 な どを 高校生 み ず か

ら が 実施 し て い る 高校 は
, 文系 も 理 系 も 3 割台 と い

う 結果 で あ る ｡
｢ 教師 だ け が 実施+ ,

｢ 全 く 行 わ な い +

と い う 項目 に つ い て も結果は ､ 文 理 系 で ほ と ん ど差

がな い の 事実 か ら ､ 試薬
一

つ 計量 し た こ と が な い ,

あ る い は 液体 を 漏 ら す こ と な く , 容器 か ら 別 の 容器

に 移す と い う 簡単 な 作業 も 不器用 に し か 行 え な い 理

系学生 の 現 状が理 解 ( こ れ で 良 い と い う の で は 全 く

な い が) さ れ る ｡

設問 4 - B 実験 な ど に 対す る 意識

新 カ リ : 文, 理 系 ( %) 旧 カリ : 文 , 理 系 ( % )

自分 で 実施す る こ と必 要

86 8 (8 4 .5)
,
. A ( 8 9 .

6) 6 9 9( 8 1 .8)
, 22i( 8 8 ･4)

実験 は 意味 が な い と思 う

4 7( 4
.
6)

,
3 6 ( 2 .8 ) 4 0 ( 4 .7)

,
3 4( 3 .2)

自分 で す る の は 面倒

83 ( 8 .1) ,
6 4 ( 5 .0 ) 7 8 ( 9 .1) , 5 1( 4 .8)

そ の 他

2 9 ( 2 .8)
,

3 4( 2 .6) 3 5 ( 4 .1)
,

3 8 ( 3
.
6)

･) 自分 で 実験 ･ 観察 を 行う必要性 を
, 全 て の グル

ー プ に お い て ,
8 割 を 越 え る 学 生が感 じ て い る ｡ し

か し 理 系学 生 で ､ 実験 を 意味 な し と す る 者 が 1 割弱

も 存在す る こ と を , ど う 考 え た ら よ い の か ｡

設問 5 理科全般 に 関す る 意識

設問 5 - A 理 科 の 好 き 嫌 い

新 カ リ : 文 , 理 系 ( % ) 旧カ リ : 文 , 理 系 ( %)

(》子供 - 高校 ま で 好 き だ っ た

4 36 (4 5 .1)
, 皇吐( 72 .6) 3 6 7 (4 6 .5)

, 丑迫 ( 73 ･3)

②最初 は 好 き , 中高 で 嫌 い に

2 63 ( 27 .
2)

,
1 0 5 (8 .4) 1 9 8 ( 25 . 1)

,
1 1 5 ( l l .3)

③最初 か ら 嫌 い だ っ た

122 (1 2 .6)
,

3 7 ( 3 .0) 9 7 ( 1 2 .3)
,

3 2 ( 3 .1)

そ の 他

146 (1 5 .1)
,

15 6 ( 1 2 .
4) 1 2 7 ( 1 6 . 1)

,
1 2 5 ( 1 2 .3)

I

) 理 科 を 嫌 い に な っ た 学 生 が 理 系大学 生 に な っ て い

る 比率 が 相当高 い 事 は , 前 の 設問以 上 で あ る
｡

ま た

1 割 以 上 の 理 系学 生 は , 余 り 自分 が 理 科 を 好 き か 嫌

い か な ど , 意識 し て 考 え た 機会が な い こ と が う か が

わ れ る ｡

設 問 5 - B 設 問 5 A で ①を 選 ん だ 人 の 理 由

新 カリ : 文 ､ 理 系 ( %) 旧カ リ : 文
,

理 系 ( % )

実験が楽 し い

17 0 (3 9 .0)
, 壬生 (4 8 .6) 1 5 8 ( 4 3 . 1)

,
3 2 6 ( 4 3 ･7)

理 解 で き て 面白 い

1 60 (3 6
.
7)

,
4 3 3 (4 7 .5 ) 1 5 3 ( 4 1 .7)

, 塗 (44 .6)

興味 に 答 え て く れ る

174 (3 9 .9)
,
3 1 7 ( 3 4 .8) 1 2 3 ( 3 3 .5 )

,
2 1 9 ( 2 9 .4)

疑問 を 探求 し た い

154 (35 .3)
,
3 7 0 ( 4 0 .

6) 1 0 4 ( 2 8 .3)
,
2 5 5 ( 3 4 .2)

社会 に 役立 つ

3 8 ( 8 .
7)

,
6 2 ( 6 .8) 2 3 ( 6 .3 ) , 5 1 ( 6 . 8)

先生が好 き だ

3 6 ( 8 .3)
,

5 5 ( 6 .0) 2 8 ( 7 .6)
,

2 3 ( 3 .1)

暗記す る こ と が少な い

l l ( 2 .5)
,

5 6 ( 6 .1) 8 ( 2 .2) , 3 0 ( 4 .0)

な ん と な く

50 ( l l .5)
,

1 2 2 ( 1 3 .4 ) 4 4 ( 1 2
.
0) ,

1 1 5 ( 1 5 .4)

そ の 他

4 ( 0 .9 )
,

1 2 ( 1 .3 ) 7 ( 1 .9)
,

5 ( 0 .7)

I) 文系理 系 に 余 り 差が表 れ な い の は ､ 理 科好 き 集団

で あ る か ら で あ ろ う ｡ 諸外国 と 比 べ て , 舟学 と 社会

の 関係 を 意識す る こ と が , 我が国 で は 極 め て 少 な い

と い う 指摘 ( 風間) があ る が ,
こ こ で も 社会 へ の 責

献 を 考 え る 学 生 の 率 は 低 い ｡

設問 5 - C 設 問 5 A で ②を選 ん だ 人 の 理 由

新 カ リ : 文 ､ 理 系 ( % ) 旧カ リ : 文 , 理 系 ( % )

難 し く て 解 ら な い

139 (5 2 .9)
, 壁 (5 7 .5) 1 1 0 ( 5 5 .6)

,
4 9 ( 4 2 .6)

公式 や 数式が い やだ

139 (5 2 .9)
,

5 0 ( 4 4 .2) 8 7 ( 4 3 .9)
, iZ (4 9 .6)

無 理 に覚 え さ せ ら れ る

6 8 (2 5 .9 )
,

3 2 ( 2 8 3) 3 9 ( 1 9 .7)
,

2 9 ( 2 5 .2)
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疑問 に 答 え な い

8 ( 3 .0)
,

5 ( 4 .4) 6 ( 3 .0)
,

4 ( 3 .5)

実験が な い か ら

2 5 ( 9 .5)
,

1 7 ( 1 5 .0) 2 2 ( l l .1)
,

1 5 ( 1 3
.
0)

何 の 役 に 立 つ か 不明

5 2 ( 1 9 .8)
,

1 7 ( 1 5 .0) 3 6 ( 1 8 .2)
,

1 6 ( 1 3 .9)

先生が嫌 い

28 (1 0 .6)
,

1 4 ( 1 2 .4) 1 2 ( 6 . 1)
,

1 6 ( 1 3 .9)

そ の 他

8 ( 3 .0)
,

3 ( 2 .7) 5 ( 2 .5)
,

4 ( 3 .5)

*) 文系 の 約 1/4 , 理 系 の 約 1/1 0 の 学 生 が こ の 設問 に

答 え て い る わ けで あ る ｡ 数式 ア レ ル ギー を 解消 し な

い ま ま , 理 系 に 進 ん で い る 学 生 が 結構多 いこ ま た 自

分 の 学 ん で い る 範囲 で は , 社会 と の 関連 が全く つ か

め な い と い う学生 も ､ 予想 よ り 多 い
｡

設問 5 - D 設問 5 A で③を 選 ん だ 人 の 理 由

新 カ リ : 文 , 理 系 ( %) 旧 カ リ : 文 , 理 系 ( % )

実験 は 恐 し い

5 (4 .1)
,

0 ( 0 .0) 3 ( 3
.
1)

,
0 ( 0 .0)

実験 ･ 観察が嫌 い で あ る

2 2 ( 1 8 .0) , 7 ( 1 6 .3) 1 0 ( 1 0 .3) , 3 ( 9 .4)

疑問 に 答 え な い

4 ( 3 .3 )
,

4 ( 9 .3 ) 3 ( 3 . 1)
,

3 ( 9 .4)

難 し い

5 7 (4 6 .7)
,

2 4 ( 5 5 .8) 3 6 ( 3 7 .1)
,

1 4 (4 3 .8)

先 生 が 嫌 い

8 ( 6 .6)
,

3 ( 7 .0) 1 2 ( 1 2 .4)
,

3 ( 9
.
4)

何 とな く

7 1 (5 8 .2)
,

2 3 ( 5 3 .5) 5 4 (5 5 .7)
,

1 9 ( 5 9 .4)

基礎が解 ら な い う ち に 進 む

2 8 (2 3 .0)
,

1 2 ( 2 7 .9) 2 0 ( 2 0 .6)
,

そ の 他

7 (21 .9)

5 ( 4 .1)
,

6 ( 1 4 .0) 2 ( 2 .1)
,

1 ( 3 .1)

*) 文系 の 1 2 % ､ 理 系 の 3 % の 学 生 が こ の 設 問 に進

ん で い る ｡ 理系 で は ,
さ す が に 実験 に 恐怖感 を 抱 く

者が い な か っ た ｡ ただ ､ 文系
･ 理系 を 問 わ ず ､ 半数

以 上 が 理 科嫌 い の 理 由 を あ げず ｢ 何 と な く+ と し て

い る の は ､ ど う 考 え た ら 良 い の だ ろ う か ｡ う が っ て

考 え る と , 理 科以外 の 科 目 で も ､ 本 当 の 学 ぶ 喜 び を

未だ知 っ て い な い と い う事 も考 え ら れ る ｡

設問 6 教養科 目 に 関す る 設 問 ( 2 年 生 以 上 の 学 生

が対象)

こ の 項 目 に つ い て は , 新旧カリキ ュ ラ ム 群別 に は

示 さ ず , 文系 と 理 系 の 区 分で 示す こ と に す る
｡

Ⅰ . 総合科 目 に つ い て

設問 6 Ⅰ - A 履修科目数

文系 ( % ) ,

0 科 目 19 7 (2 0
.
4)

,

1 科目 11 8 ( 1 2 .2)
,

2 科 目 235 (2 4 .4)
,

3 科 目 17 8 ( 1 7 .6)
,

4 科目 125 (1 3 .0)
,

5 科目 4 3 ( 4 .5)
,

6 科目以 上 7 7 ( 0 .8)
,

理 系 ( % )

1 7 4 ( 1 2 .3)

1 9 8 ( 1 4
.0)

3 4 1 ( 2 4 .0)

2 3 7 ( 1 6 .7)

1 7 4 ( 1 2 .3)

8 2 ( 5 .8)

2 1 3 ( 1 5 .0)

*) 文系 ･ 理 系 で 特 に 異な る の は ､ 理 系 で 1 5 % も の

学生が 6 科目以 上 の 総合科目を履修し て い る こ と で

あ る ｡ 文 理 系 と も , 約 1/4 の 学 生 が 2 科 目履修 して

お り ,
こ の 傾向 は 教育系 の 学生 に も見 ら れ る ｡

設問 6 I -

B 総合科目履修 の 理 由

必修だ か ら

専門基礎 と して 必 要

教養 と して 必要

シ ラ バ ス で 興味

単位 を 早く 取 る

単位 を 取 りやす い

理数 よ り な じ め る

時間割 の 都合 で

そ の 他

*) い ず れ の 群 も ､

文系 ( % ) ,

2 2 6 ( 3 4 .8)
,

2 3 ( 3 .5)
,

1 6 6 ( 2 5 .5)
,

3 6 6 ( 5 6 .3)
,

1 1 1 ( 1 7 .1) ,

1 0 6 ( 1 6 .3)
,

6 9 ( 1 0
.
6)

,

8 6 ( 1 3 .2)
,

6 ( 0 .9)
,

理 系 ( %)

2 5 9 ( 2 4 .7)

2 0 5 ( 1 9 .6)

3 2 7 ( 3 1 .2)

5 2 2 ( 4 9 .9)

1 5 4 ( 1 4 .7)

1 7 5 ( 1 6 .7)

7 6 ( 7 .3)

1 9 6 ( 1 8 .7)

1 6 ( 1 .5)

約半数が シ ラ バ ス を 見 た 結果 ､ 興

味をも っ て 聴講す る こ と が多 い と 言 え る ｡ 専門基礎

と し て 必 要 と考 え る 学生 は 少な い
｡
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設問 6 Ⅰ - C

気 が 向 か な い

必要 な し

時間割 の 都合

専門だけ必要

難 し そ う

断られた

数 理 を履修

そ の 他

総合科 目 を 履修 し な か っ た 理 由

文系 ( % ) ,

6 8 ( 2 1 .6 )
,

7 8 ( 2 4 .8)
,

7 3 ( 2 3 .2)
,

1 3 ( 4 . 1)
,

7 1 ( 2 2 .5)
,

4 1 ( 1 3 .0)
,

2 8 ( 8 .9)
,

3 4 ( 1 0 .8)
,

理 系 ( %)

2 4 ( 6 .5)

6 5 ( 1 7 .5)

1 3 5 (3 6 .3)

1 0 ( 2 .7)

2 8 ( 7 .5 )

1 0 6 (2 8 .5)

3 7 ( 9 .9)

5 3 ( 1 4 .2)

I) 項目間 に そ れ ほ ど大差 は な い が ､ 文系 で は ｢ 必要

な い + か ,
｢ 難 し そ う+ と 判 断 し て 履修 し な い も の

が 目 立 つ
｡ 理 系 で は , 時間割 の 都合 が 多 く , 聴講 を

申 し込 ん で 断 ら れ た と の 答 え が こ れ に 次 ぐ｡

設問 6 I - D

良 く 理 解 で き た

大体理 解

難 しか っ た

全 く 理 解 で き ず

講義 に よ る

そ の 他

総合科目を履修 し た結果 に つ い て

文系 ( %) ､

56 ( 7 .3)
,

2 3 9 ( 3 1 .1)
,

1 7 1 ( 2 2 .3)
,

3 1 ( 4 .0)
,

2 5 1 ( 3 2 .7)
,

1 3 ( 1 .7) ,

理 系 ( % )

7 2 ( 5 .8 )

3 8 8 ( 3 1 .2)

2 6 8 ( 2 1 .5)

6 1 ( 4 .9 )

4 1 0 ( 3 2 .9)

1 8 ( 1 .4)

*) 大体 理 解 と い う の が ､ 教員側 か ら み て ど の く ら い

理 解 さ れ た の か が 心配 で あ る が ,

一

応 3 割 を 占め る ｡

し か し 難 しか っ た と い う 感想 も 2 割強 ある
｡

設 問 6 Ⅰ - E

現状で 良 い

分 か り 易 く

身近な話題 で

反 応 を見 て

系統だ て て

視聴覚教材 工 夫

そ の 他

総合科 目 授業 を よ り 良 く す る た め

に は

文系( % ) ,

6 5 ( 8 .5 )
,

2 5 3 ( 3 2 .9)
,

3 7 5 ( 4 8 .8)
,

2 2 1 ( 2 8 .8)
,

1 1 2 ( 1 4 .6)
,

1 8 6 ( 2 4 .2 ) ,

2 2 ( 2 .9)
,

理 系 ( % )

1 2 9 ( 1 0 .4)

4 5 4 ( 3 6 .5 )

4 7 0 ( 3 7 .8)

4 0 6 ( 3 2 .6)

2 0 7 ( 1 6 .6 )

2 2 9 ( 1 8 .4 )

7 7 ( 6 .2)

辛) 文系 で も 理 系 で も ､ も っ と 身近な話題 を 取 り 入 れ

て 欲 し い と い う 要求 が , 首位 を 占 め る
｡ 余 り わ か り

や す い 講義 に な っ て い な い 事がうか が え る
｡

Ⅱ . 数学
･

統計学

設 問 6 Ⅱ A

数学

統計学

設 問 6 Ⅲ B

0 科目

1 科 目

2 科目

3 科目

4 科目

5 科目

6 科目以 上

履修科目 の 種類

文系 ( % ) ､

2 6 7 (3 0 .7)
,

2 3 5 ( 2 7 .0 )
,

履修科目数

文系 ( % ) ,

5 8 3 ( 7 5 .9)
,

1 6 7 ( 1 9 .2)
,

7 9 ( 9 .1) ,

2 8 ( 3 .2)
,

7 ( 0 .8) ,

o ( o .o)
,

5 ( 0 .6) ,

理 系 ( % )

102 4 ( 75 .5)

5 3 3 ( 3 9 .3)

理 系 ( % )

2 7 4 ( 2 2
.
0)

2 6 1 ( 1 9 .2)

2 4 6 ( 1 8 . 1)

1 76 ( 14 .1)

1 2 7 ( 1 0 .2)

5 2 ( 4 .2)

1 2 2 ( 9 .8)

*) 設問 A で ､
二 科目履修 し て い る 者が重複 し て 数 え

ら れ て い る の で , 履修 を 全 く し て い な い 学 生 数 は ,

B の 0 科目 に あ る 数値 で あ る ｡ 文系 の 3 / 4 は全く

数学 ･ 統計学 を 履修 し て い な い こ と が 解 る
｡ ま た 理

系 で も 1/4 弱 の 者が -

科目 も 取 ら な い
｡

設問 6 Ⅱ C 数学
･ 統計学 を 履修 し た 理 由

必 修 だか ら

専門基礎 と して

教養 と し て 必要

シ ラ バ ス で 興味

単位 を 取 り や す い

高校 で 履修 し た

時間割 の 都合 で

そ の 他

文系 ( % ) ,

5 3 ( 4 4 .5)
,

7 0 ( 5 8 .0)
,

3 5 ( 2 9 .4)
,

66 (5 5 .5) ,

5 8 ( 4 8 .
7)

,

1 2 ( 1 0 .1)
,

3 7 ( 3 1 .1)
,

3 ( 2 .5 )
,

理 系 ( % )

3 8 6 ( 4 6 .0)

3 8 5 ( 4 5 .9)

1 7 0 ( 2 0 .3)

1 5 5 (18 .5)

1 4 8 ( 1 7 .6)

3 7 ( 4
.
4)

1 2 7 ( 1 5 .1)

2 4 ( 2 .9)

I) こ の 結果 は ,

一

概 に い え な い が , 文系 で は , 専門

と の 関係 の 中で 強制 さ れ て も ､ シ ラ バ ス に よ る 内容
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を 重視 して 履修 し て い る ｡ 理 系 は 必 修 , ま た は 専 門

に と っ て 必要 と考 え る 者 が 多数 を 占 め る o

設問 6 Ⅱ D 数学 ･ 統計学 を 履修 し なか っ た 理由

気が向 か な い

多く 履修す る 事な し

専門だけ学 ぶ

難 し そ う だ っ た

数式 は 嫌 い

高校 で 非履修

数理 を 履修

そ の 他

設問 6 I E

文系( % ) ､

2 3 1 ( 3 0 .8)
,

8 6 ( l l .5) ,

3 8 ( 5 .1)
,

2 2 2 ( 2 9
.
6)

,

2 1 4 ( 2 8 .5) ,

4 0 ( 5 .3)
,

2 1 ( 2 .8)
,

5 5 ( 7 .3)
,

理 系 ( % )

9 3 ( 1 7 .4)

8 7 ( 1 6 .3)

6 5 ( 1 2 .1)

1 5 6 ( 2 9 .2)

9 0 ( 1 6 .8)

1 9 ( 3 .6)

6 3 ( l l .8)

8 7 ( 1 6 .3)

数学 ･ 統計学 を 履修 し た結果

良く 理 解 で き た

大体 理 解

難 し か っ た

全く 理 解 で き ず

講義 に よ り 異 な る

そ の 他

文系( % ) ､

1 4 ( 4 .9)
,

5 7 ( 1 9 .9)
,

1 3 7 ( 4 7 .9)
,

4 8 ( 1 6 .8)
,

2 3 ( 8 .0) ,

7 ( 2 .4)
,

理 系 ( % )

5 2 ( 4 .8)

2 6 6 ( 2 4 .6)

4 4 4 ( 4 1 .0)

1 0 5 ( 9 .7)

1 8 0 ( 1 6 .6)

1 9 ( 1 .8)

*) こ の 結果 は ､ 総合科目履修 の 場合 と 著 し く 異 な る ｡

文系 も 理 系 も , 理 解 が 困難 で あ っ た とす る 比 率 が約

2 倍 と な っ て い る
｡

こ の 傾向 は , 講義 に よ り 余 り 異

な ら な い 事実も読 み とれ る ｡

設問 6 Ⅱ F

現状 で 良 い

分か り 易 く

身近な話題 で

反応 を見 て

自習 さ せ る 工 夫

系統だ て て

視聴覚教材 工 夫

そ の 他

数学 ･ 統計学 の 授業 を , よ り 良く す

る た め に は

文系( % ) ､

5 6 ( 1 2 .3)
,

3 1 6 ( 6 9 .5)
,

1 5 9 ( 3 4 .9)
,

1 5 0 ( 3 3 .0)
,

4 7 ( 1 0 .3)
,

6 9 ( 15 .2) ,

5 8 ( 1 2 .7)
,

4 0 ( 8 .8)
,

理 系 ( %)

1 5 7 ( 1 4 .5)

6 1 8 ( 5 7 .1)

1 9 8 ( 1 8 .3 )

4 0 3 ( 3 7 .2)

1 4 1 ( 1 3 .0)

1 8 9 ( 1 7 .5)

8 6 ( 7 .9)

6 4 ( 5 .9)

･) 圧 倒的 な 数 の 学 生 が , も っ と 分 か り 易 い 講義 を 望

ん で い る ｡
し か し現 状で よ し と す る 者 の 比 率 も ､ 総

合講義 よ り 若干 上 昇 して い る 事 は , 数学系 の 学問 の

難 し さ を 同時 に わ き ま え た 解答 と 取 る べ き か も知 れ

な い ｡ 視聴覚 教材 の 工 夫 の 点 で は , 他 の 科 目 に 比 べ

る と期待 が 薄 い ｡

Ⅲ . 自然科学 ( 理 科)

設問 6 Ⅲ A

物 理

化学

生 物

地学

履修科目 の 種類

文系( % ) ､

6 6 ( 6 .9) ,

2 2 5 ( 2 3 .6)
,

5 0 1 ( 5 2 .5)
,

4 2 9 ( 4 5 .0)
,

設 問 6 Ⅲ B

0 科目

1 科目

2 科目

3 科目

4 科目

5 科 目

6 科 目 以 上

理系 ( % )

8 4 6 ( 6 0 3)

5 6 4 ( 4 0 .2)

7 1 4 ( 5 0 .9)

5 7 2 ( 4 0 .7)

自然科学系 の 履修科目数

文系( % ) ､

1 8 2 ( 1 9 . 1)
,

2 1 9 ( 2 3 .0)
,

3 1 3 ( 3 2 .8)
,

1 4 4 ( 1 5 . 1)
,

7 1 ( 7 .4)
,

l l ( 1 .2)
,

1 4 ( 1
.5)

,

理 系 ( % )

9 2 ( 6
.
6)

1 9 7 ( 1 4 .0)

2 8 0 ( 1 9 .9)

2 4 6 ( 1 7 .5)

2 1 3 ( 1 7 .5)

9 6 ( 6 .8)

2 7 9 ( 1 9 .9)

辛) 文系 の 2 割 の 学生が , 全 く 自然系科目を履修 して

い な い の に 驚 く ｡ 理 系 で は 物 理 を 6 割 の 者 が 履修す

る の に 対 し て , 文系 で は 生 物
･

地学 の 履修率が高 い
｡

設問 6 Ⅲ C

必 修だ か ら

専門基礎 と し て

教養 と して

シ ラ バ ス で 興味

単位 を 早く取 る

単位 を取 り 易 い

高校 で 履修

時間割 の 都合 で
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自 然科学系科目 を 履修 し た 理 由

文系( % ) ,

1 7 5 ( 3 1
.
6)

,

9 ( 1 .6)
,

1 4 0 ( 2 5 .3 )
,

3 0 0 ( 5 4 .2)
,

1 0 5 ( 1 9 .0)
,

1 2 4 ( 2 2 .4) ,

8 6 ( 1 5 .6)
,

8 0 ( 1 4 .5)
,

理 系 ( % )

4 7 7 ( 4 2
.8)

4 3 4 ( 3 9 .0)

2 3 5 ( 2 1 . 1)

3 3 1 ( 2 9 .7)

1 1 3 ( 1 0 . 1)

1 3 8 ( 1 2 .4)

5 2 ( 4 .7 )

1 2 1 ( 1 0 .9)



･) 当然 か も 知れ な い が , 文系 は シ ラ バ ス で 興味 を 持

っ て 選択 が 多 く ､ 理 系 は 専門 と の 関係 で 履修 し て い

る ｡ 勿論 そ の 中 に も選択 の 自由 は 存在す る ｡

設問 6 Ⅲ D

気 が 向か な い

必 要 な し

専門だけ学 ぶ

難 し そ う

数式 は 嫌 い

高校 で 非履修

聴講断 ら れ た

総合科 目 を 履修

そ の 他

自然科学系科目 を 履修 しな か っ た 理

由

文系( %) ､

1 2 2 ( 4 0 .5)
,

8 6 ( 2 8 .6)
,

2 2 ( 7 .3)
,

9 2 ( 3 0 .6)
,

3 3 ( l l
.
0)

,

1 7 ( 5 .6)
,

3 2 ( 1 0 .6)
,

1 8 ( 6 .0 )
,

4 8 ( 1 5 .9)
,

理 :

3 5

5 8

4 7

4 3

1 3

系

18

(1

(2

(1

( 1

(

(

( % )

2 . 1)

o .1)

6 .3)

4 .9)

4 .5)

6 .2)

6 0 ( 2 0 .8)

1 9 ( 6
.
6)

5 9 ( 2 0 .4)

I) 余 り 特定 の 項目 に 集中 し て い な い の は ､ これ と い

っ た い っ た 理 由 が 特 に な く 忌避 して い る 実状 を 反映

し て い る の だ ろ う と思 わ れ る ｡

設問 6 Ⅲ E

良く 理 解 で き た

大体 理 解

難 し か っ た

全く 理 解で き ず

講義 に よ る

そ の 他

自然科学系科目履修 の 結果

文系( % ) ,

8 4 ( 1 0 .9)
,

2 9 7 (3 8 .5 )
,

2 2 2 ( 2 8 .8)
,

4 4 ( 5 .7)
,

1 7 8 ( 2 3 .1) ,

1 0 ( 1 .3)
,

理 系 ( % )

9 3 ( 7 . 1)

4 2 4 ( 3 2 .3 )

4 4 8 ( 3 4 .2)

7 3 ( 5 .6)

3 5 7 ( 2 7 .2)

2 6 ( 2 .0)

･ ) 大体 理 解 を 選 択す る 学 生 の 比 率 が , 総合 ･ 数学系

に 比 べ る と 高 く な っ て い る が ､

一

方 で は , 理 解 困難

を 訴 え る 者 の 割合が総合科目 よ り 相 当高 く な っ て い

る ｡

設問 6 Ⅲ F

現状 で 良 い

分 か り 易く

自然科学系科 目 授業 を よ り 良 く す る

た め に は

文系( % ) , 理 系 ( % )

1 1 1 ( 1 4 .1)
,

1 9 0 ( 1 4 .5)

3 4 3 ( 4 4 .4)
, 生2 (4 7

.
2 )

身近 な 話題 で

反応 を 見 て

宿題 を 出す

系統だ て て

視聴覚教材工 夫

そ の 他

3 24 (4 2 .0)
,

1 9 5 ( 2 5 .3)
,

3 2 ( 4 .1)
,

1 1 1 ( 1 4 .4 )
,

1 6 4 ( 2 1 .2)
,

2 7 ( 3 .5 ) ,

3 9 3 ( 3 0 .0)

4 0 2 ( 3 0 .7)

10 2 ( 7 .8)

2 1 2 ( 1 6 .2)

1 9 8 ( 1 5 .1)

6 5 ( 5 .0)

I) 総合
･

数学系 の 科目 と 比 べ る と , 視聴覚教材の 工

夫 を 望 む 比率 が や や高 く な っ て い る
｡ 教員 に 望 む 要

望 は な か な か 多 い が ､ 自 ら 課題など の 提出 に よ っ て

勉強 を 積 み 重 ね る 方向 に つ い て は ､ 極 め て 低率 の 学

生 し か 望 ん で い な い ｡ し か し , 適切 な 課題 を 大学 の

授 業 で 提出 さ れ て , 真 の 勉強 を し た 達成感 を 持 た な

い 学生が多 い の が現状 で あ る と 判断 さ れ る か ら ,
こ

の 項目 に つ い て は , 要望 どお り に す れ ば ､ 学 生 の 受

け 身 の 姿勢 を 強 め る こ と に な る で あ ろ う ｡

設問 7 . 自然科学系科目 の 高校
･

大学 の A r(ic u latio n

に つ い て

設問 7 - Ⅰ 高校 で 履修 し た 科目 と の 関係

新カ リ : 文 ､ 理 系 ( % ) 旧カ リ : 文 , 理 系 ( % )

ギ ャ ッ プが 大 き い

15 2 (3 5 .8)
, 222 (5 4 .4) 2 4 8 ( 3 0 .5)

, 59a (5 0
.
0)

適 切 だ と思 う

44 (1 0 .4)
,

5 0( 9 .1) 84 ( 1 0 .3)
,

1 0 6 ( 1 0 .5)

高校 の 繰 り 返 し

39 ( 9 .2)
,

5 1 ( 9 .3) 7 1 ( 8 .
7)

,
1 1 6 ( l l .5)

数学 を も っ とて い ね い に

6 7( 1 5 .8)
,

8 9 ( 1 6 .2) 1 3 3 ( 1 6 .4)
,

1 2 2( 1 2 .1)

基礎 か ら 教 え て ほ し い

7 8( 1 8 .4)
,

1 4 8( 2 6 .9 ) 1 3 4( 1 6 .5)
,

1 9 5 ( 1 9 .4)

一 概 に 言 え な い

10 7(2 5 .2)
,

1 1 3 ( 2 0 .5) 1 8 4 ( 2 2
.
6)

,
2 0 9 ( 2 0 .8)

そ の 他

9 ( 2 .1)
,

1 7( 3 . 1) 4 3( 5 .3)
,

1 9 ( 1 .9)

･) 高校 の 授業 と 比較 し て ､ 大学で と ま どい を感 じ

て い る の は , 特 に 理 系 の 学生 に 多 い ( 約半数) こ と

が 示 さ れ て い る
｡

こ の 傾向 は 新カ リ 群 の 理 系学生 で

-
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特 に 顕著 で あ る ｡ 適 切 に 教養授 業 が 実施 さ れ て い る

と 思 う の は ､
い ず れ の グル ｢ ブで も 1 割程度 で あ る ｡

科目 に よ り 差 は あ る が , 多 く の 学生 は 基礎 か ら て い

ね い に 教 え て 欲 し い と 思 っ て い る よ う で あ る ｡

工 学部 の 本項目結果 に 対す る 意見 : ギ ャ ッ プ が 大

き い と い う結果 を 意外 と 受 け取 る 教員 と , ギ ャ ッ プ

は 存在 し て 当然 と い う 教員もあ っ た
｡ 大学 の 授業 は

予 習 ･ 復習 を 前提 に 行 わ れ る こ と を ガ イ ダ ン ス な ど

で 徹底 さ せ る こ と も 付記 さ れ て い る ｡

農学部 の 意見 : ｢ ギ ャ ッ プ大+ ｢ 基礎 か ら 教 え て+

を合 わ せ る と , 2/3 と な る こ と は ､ 高校 で 履修 し た 科

目 の 内容 が 十分で な い こ と を意味 し て い る
｡

し か し
,

他 の ア ン ケ
ー

ト項目 の 結果 か ら , 予 習復習 を し て い

な い 実態 も 明 ら か に さ れ て い る
｡ 従 っ て , ア ン ケ

ー

ト の 結果 を鵜呑 み に す る だけ で な く , 学 生 の 自主的

な 努力 を ど う さ せ る か ､ 考 え る 必要 が あ る ｡

設問 7 - Ⅰ 高校 で 履修 し な か っ た 科目 を 大学で

履修 して

新 カ リ : 文, 理 系 ( %) 旧 カリ : 文 , 理系 ( % )

も っ と理 解 しや す い 授業 を

2 2 1(52 .
0)

, 塗 (5 5 .
3) 3 6 6 ( 4 5 .

0)
, 皇室(5 1 .5)

基礎 を し っ か り し て 欲 し い

146 (3 4 .4)
,

2 7 9 ( 5 0 .7) 1 4 7( 3 0 .4)
,

4 6 1( 4 5 .9)

数式 は 出 さ な い よ う に

4 6( 1 0 .8)
,

4 5 ( 8 .2) 5 8 ( 7 .1)
,

6 4( 6 .4)

生 活 の 中 の 疑問 に 答 え る 授業

59 (1 3 .9)
,

7 0( 1 2 .7) 8 4 ( 1 0 .3)
,

1 0 9 ( 1 0 .8)

論 理 的思考が 身 に つ く 授業

22 ( 5 .2)
,

3 7( 6 .7) 5 3 ( 6 .5)
,

8 2( 8 .2)

一

般社会 人 に 必 要 な 内容

76 (1 7 .9)
,

8 8( 1 6 .0)

1 3 ( 3 .1)
,

2 9( 5 .3)

そ の 他

1 30 (1 6 .0)
,

1 4 6 ( 1 4 .5)

4 0 ( 4 .9)
,

3 6( 3 .6)

辛) 高校 で 履修しなか っ . た事を前提に して
, も っ と て

い ね い な授業を し て 欲 し い と 考 え る 学 生が , ど の 群

で も 半数近 い
｡

ま た論 理 的思考 よ り は ､

一 般 社会 人

が 生 活 の 中 で 持 つ 疑問 に 答 え る 様 な 内容 を 望 む 声 も

多 い
｡

設問 7 -

Ⅲ 高校 で の 理 科 ､ 選択 ･ 履修 に つ い て

の 考 え

新カ リ : 文 ､ 理 系 ( %) 旧カ リ : 文 ,
理系 ( % )

3 - 4 科 目 必要

3 7 ( 8 .7)
,

1 1 5 ( 2 0 .9) 7 1( 8 .7)
,

2 2 6( 2 2 .5)

2 科目履修 で 十分

15 8 (3 7
.
2)

, 堕 (35 .
6) 2 0 0 ( 2 4

.
6)

, 呈聖(2 8 .9)

理 科 の 基礎 と し て 必要

74 (1 7 .4)
,

1 8 0 ( 3 2 .7) 1 9 9( 2 4 .5)
,

3 4 7 ( 3 4 .5)

も っ と 自由 に 選択 さ せ る べ き

10 5 (2 4 .7)
,

1 4 3( 2 6 .0) 2 4 2( 2 9 .8)
,

2 6 0 ( 2 5 .9)

嫌 い な 科目 は 避け て も 良 い

81 (1 9 .1) , 4 9( 8 .9) 1 1 3 ( 1 3 .9)
,

6 4( 6 .4)

そ の 他

13 ( 3 .1)
,

3 4 ( 6 .2) 3 2 ( 3 .9)
,

2 8( 2
.8)

辛) こ の 設問 に た い して は , ど の 項目が 高 い と い う こ

と が な い よ う で あ尋｡ 新 カ リ 群 は ､ 自分達 の 受けて

き た , 科 目選択制度 を やや肯定的 に 捕 ら え て い る よ

う で ある ｡

4 ) 調 査 結果 に 対す る 各学部 の 見解

セ ン タ ー は ,
こ れ ら の 結果 が 各 々 の 学部 が 目 指す

教育 の 理 念 ･ 目標 に 照 ら し て ､ ど う 考 え ら れ る か に

つ い て 設 問 し て 解答 を 得 た ｡ 既 に 公表 も さ れ て い る

が , 簡略 に ま と め て こ こ に 示 す事 は 意義 が あ る と 考

え る (文系学部 か ら は 特 に 意見 が 出な か っ た) ｡

設問 1 ) 高校 で 履修 し た ､ 数学理 科 の 科目 と
､ 当該

学部 で 実施 して い る 授業 と の 関係

設問 2 ) 大学 入 学後 に選択 し て い る , 理 数科目 と 学

部 に お ける 授業 と の 関係

設 問 3 ) 新 一 旧 カ リ キ ュ ラ ム 移行後 ､ 理 科履修科目

が減少 し て い る 事 へ の 見解

教育 人 間科学部)

1 ) 数学
･ 理 科 は 全分野 を 履修す る 事が重要 ｡ 低

履修率 の 科 目 の 存在 は 問題

2 ) 当学部 は ､ 理 系分野 も 含 む の で ､ 微積や線 形
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式数 の 基礎 の 履修 が 望 ま し い

3 ) 理 数 の 基礎学力 が 低下 し つ つ あ る
｡ 暗記 型 対

応 も顕著 に な っ て お り , 物事 の 理 解 が で き て

い な い
｡ 教員 を 送 り 出す学部 と し て 責任が も

て な い 状況｡

理 学部)

1 ) 数学科 は 特 に 高校数学履修 の 現状 に つ い て 入

学後 の 教育困難 を 指摘 ｡ 他学科も 理 科最低 3

科 目 履修 を 要望
｡

2 ) 数学科 を 除 き , 不十分 と 考 え る 学科が多 い
｡

学科カ リ キ ュ ラ ム に 工 夫 して い る 所 も

3 ) 卒業後 の 活動 の 視点 か ら , 境界額域 を 含 め た

広 い 分 野 の 学習 を 望 む 意見多 い
｡

医学部)

1 ) 現状 で は 対応 で きる
｡ 数学 に つ い て は , コ ン

ピ ュ
ー

タ 必 修 を 希望

2 ) 教養 で の 自然科学系科目 の 履修 は ､ 十分｡ 但

し も っ と 分 か り 易 い 授業 を

3 ) 医学部で は , 新カリ で 理 科履修科目 に大 き な

変動 が な い の で 影響 は 言 え な い

歯学部)

1 ) 教養科目 の
一

部 を 理 解 で き な い と 学 生 の 存在

か ら 問題あ る

2 ) 十分 と考 え ら れ る

3 ) 追跡 調 査 を し て い な い の で 不 明

工 学部)

1 ) 高校 の 科 目 ･ 内容減少 の 実態 を 認識 し て
, 大

学教育 を 再構築 し て い く べ き で あ る

2 ) 数 ･ 理 に 関し て は 十分 ｡
む し ろ 人文

･

社会系

科目 の 低履修率が心配 で ､ 検 討課 題

3 ) 科 目 数だ け で な く 勉学意欲 な ど も 問題 ｡ 学部

で 必 要 な 科 目 は 入 試 に 課 す ｡

農学部)

1 ) 専門教育 に と っ て 大間越 ｡ 成績 は と も か く ,

4 科 目全 て 必 修 と し て 学 ばせ た い

2 ) 自然科学系 は 良 い が ､ 数学 は 明 ら か に 履修科

目が不足し て い る ｡

3 ) 高校 で 学ばねば
一

生敬遠 さ れ ､ 知識 の 偏 っ た

人 間が 生 じ ､ 進路 も 狭 く な る
｡

本 ア ン ケ
ー

トの 結果 を 高等学校 に 対 し て 公開

す べ き で あ る ｡
こ れ に よ り 高校教育 と 大学教

育 の ギ ヤ ッ プ を う め る 手が か り が で き る の で

は な い か
｡

お わ り に)

カ リ キ ュ ラ ム を 主 体 と し た , 教育 シ ス テ ム に つ い

て は ,
｢ 教 え る 側 ( 教員) + ,

｢ 教 え ら れ る 側 ( 生徒
･

学 生) + が現 場 に 存在す る が , 高校以 下 の 教育 で は

こ れ ら の 存在 を 絶対 的 に 左右 す る ｢ 文 部行政+ が指

導要領 と い う規範で 教育内容 を し ば っ て ゆく ｡ 我が

国だ けの 問題 か どう か は 知 ら な い が , 指導要衝 は 毎

年 の 様 に 変更 さ れ る
｡

お そ ら く 行 政側 は こ の 変更作

業 を 重要 な 仕事 と 考 え て い る の で あ ろ う ｡ 例 に も れ

ず ､ 1 9 9 9 年 に も , 高等学校 の 理 科選択 に つ い て

の 改定が発表 ( 20 0 3 年か ら実施予定) さ れた ｡ 内容

は 以下 の 様 で あ る ｡

理 科基礎 ( 2 単位) , 理 科総合 A ( 2 ) , 総 合 B ( 2 )

の い ず れ か
-

科目 ,

こ れ に 加え て , 物理 ･ 化学 ･ 生物 ･ 地学 ( 全 て 3

単位) 葡域 か ら
-

科目､

計 2 科目 が 最低基準 と さ れ る ｡

基礎 理 科 , 総合 理 科 に ふ さ わ し い 内容 の 科目 を 教

え る た め に は, 相当 の 能力が必要 で あ る ｡ か っ て の

総合 理 科 を 履修 し た 高校 生 の 比 率 が 1 % に も満 た な

か っ た こ と は , 現場 で の 教 え る 側 の 対 応 が ほ と ん ど

不可能 で っ た こ と を 示 し て い る ｡ 猫 の 目 の 様 に 変 わ

る 理 科 の 科 目 設定 の 中 で ､ 教育内容 は 一 体 ど の よ う

に 変 わ り , そ して 教育効果 は ど う 変 わ っ て ゆく の か ?

上 記 の 高校 に お け る 変更 と 共 に
, 小 中校 に 対 し て

打 ち 出 さ れ た 内容 を 見 る と , 冒頭 に 記 し た ｢ 理 科教

育 の 危機+ が , 杷憂 で は な い と事が鮮明 に な る ｡

1 ) 自然体験 や 日 常 生 活 と の 関連 を 図 っ た 学習 や ,

自然環境 と 人 間 の か か わ り な ど の 学習 を 一

層重

視 ｡

2 ) 授業時数 の 縮減以 上 に 内容 を 減 ら す｡ 小 学校で

は､ 石 と 土 , 男女 の 体 の 特徴 などを削除 ｡ 重さ

と か さ ( 容積) ､ 太 陽 の 表面 の 様子 , 植物体 の

水 の 蒸散 ､ 中和 な どを中学校 へ 移行統合す る ｡

中学校 で は 月 の 表面 の 様子 , 天 気図 の 作成 な ど

ー 7 1 -



を 削除 し
､ 日 本 の 天 気 の 特徴 ､ イ オ ン , 力 の

合成 と 分解, 仕事などを高校 へ 移す ｡

( 下線筆者)

3 ) 高校 で は 科学史 や 科学的 な 物 の 見方 を 養 う ｢ 理

科基礎+ を 設け る ｡

科学史 は , 実際 に 明 ら か に さ れ た 内容 を 理 解す る

こ と な し に は , 単 な る 歴 史年表 の 記憶 に 過 ぎな く な

る ｡ 本来 は 授業時間 を 増 や し て , あ る 項 目が ど の よ

うな過程 で 明ら か に されたか の 概 略を平行 し て 述 べ

る こ と が , 科学分 野 に おけ る も の ご と の 理 解 に は 不

可欠 と 考 え る
｡

上 に 記 し た よ う な 内容 の 教育 シ ス テ

ム を 考 え た 人 間 に は ､ 科学 の 成果 と そ の 意味が 理 解

で き て い ない と し か 言 い 様が な い
｡

行 政 の 指導 の 中で 歪 み の 強 ま る 理 科教育 の あ り 方

を見 る と
,

こ れま で 以 上 に 大学 で の 理科教育 は 困難

を 抱 え る こ と に な る
｡ 有馬文 相 は ｢( 起 っ て く る 問

題 は) 全 て 大学 の 工 夫 で 解決 し て 欲 し い+ と 発言 し

て い る
｡

こ れ ま で は , 大学教員 は 大学内部 の 教育 シ

ス テ ム だけ を 眺 め て 教育改善 を 考 え て き た と 言 え よ

う ｡ しか し 今後 は ( 今 ま で も そ う だ っ た の だ ろ うが)

｢ 指導要衝+ に 縛 ら れ た 高校以下 の 理 科教育がど の

よ う に 行 わ れ ､ どう変 え ら れ て い る か を 見な い で 論

議を進め る こ と は不可能 で ある と考え る
｡

参考資料 : ｢ 日 本 の 理科教育が あ ぶ な い+ 高等 教育

フ ォ
ー ラ ム 監修 ( 学会出版 セ ン タ ー )
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